
　　　　

2025 年 2 月 7 日

9 時 30 分から 13 時 30 分まで あり なし

登園・身支度

自立課題・支援課題

朝の会・集団活動

中心活動（動・静）

昼食

自由遊び・帰りの会

主な行事等 4月　事業説明会　5月遠足　6月参観日　7月七夕　8月プール　9月運動会　11月七五三お参り　12月クリスマス会　2月豆まき　3月　ひな祭り、卒園修了式

一
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

支　援　内　容

・水筒やかばんの片付けなど児ひとりひとりに合わせた支援を行います。
・「おはよう」やおはようのタッチなど本人に合わせた挨拶を行い健康状態のチェックやコミュニケーションの確立を目指します。
・ロッカーにひとりひとり専用のマークをつけることで自分で荷物が片付けられる様に環境を整えていきます。

・担当支援員がこどもの特性を考え、ひとりひとりにあわせた課題を提供していきます。
・「できる、わかる、たのしい」を基本とした課題を提供し、遊びの中で苦手な事を練習できるように課題を作成していきます。

・椅子に座る、先生の話を聞くなど集団活動への適応を目指し、ひとりひとりに合った支援を行っていきます。
・列に並ぶ、順番に待つ練習を写真やイラストを使って視覚的に提示していきます。
・

・動の活動ではエアートランポリンやサーキット遊びなどを通して身体を動かすことが楽しいと感じる活動を多く設定していきます。
・静の活動では、指先遊びやスライム作り、片栗粉・春雨を使った感触遊びも取り入れ、様々な感覚を楽しめるようなプログラムを設定しています。
活動のなかで「楽しいね」「これ何色？」「次なにしようか？」などの言葉がけを大切にし、自分の気持ちを伝える機会を作っていきます。

・手洗いや食事の用意など自分で出来ることが増えるように見守りや支援を行っていきます。
・偏食がある子どもについてはスモールステップで考え、少しでも食べることが出来たら大いに褒めて楽しく食事が出来るように雰囲気づくりを行います。
・歯みがきも食後に行っています。

家族支援

・家庭での様子やかもめ学園での生活の様子を保護者と共有する時間をも受けて
います。
・児童発達支援事業利用者保護者対象としてペアレント・プログラム（全6回
コース）を開催しています。

移行支援
・保育所、幼稚園、小学校へ移行の際は引き継ぎ書の作成を行い、支援が
継続されるように情報を共有していきます。

地域支援・地域連携

・地域の児童発達支援事業所、放課後等デイサービス、相談支援事業所と情報を
共有し、連携を図っていきます。
・

職員の質の向上

・ケース会議（月1回）
・みやぎスクエアサポートコンサルテーション（月1回）
・児童発達支援事業班会議（月1回）

5領域

法人（事業所）理念 「このひたかみの地に　新たなる障害福祉の扉をひらく」「私たちは障害を持つ人がひとりの人間として尊重され地域の中で自己実現できる支援をいたします」

支援方針

かもめ学園は、次の4つを基本方針とします。１）心身障害児に対して、必要な機能訓練及び生活指導を行い、児童の療育に資するとともに、児童の健全な育成、保護者の就労支援に資す
るよう努めます。２）事業の実施に当たっては、利用者（市民）の意志及び人格を尊重し、常に利用者（市民）の立場に立ったサービス提供に努めます。３）事業の実施に当たっては、地
域との結びつきを重視し、市町村及び各関係団体（保健、医療、教育福祉）との連携に努めます。４）次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ育つ環境の整備に」努めます。

営業時間 送迎実施の有無

・出して欲しい玩具を写真を使って要求したり、「○○ください」など自分が伝えられる要求方法を練習していきます。
・順番で玩具を使う、待つなど集団生活への適応に向けて練習を行っていきます。
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（別添資料１）

事業所名 石巻市かもめ学園　児童発達支援事業 支援プログラム 作成日


